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１．前泊の解消や交番作成上の観点から、遅日勤と早日勤の数を同数とすること。 

回答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

 

２．運転士・車掌の整理時間を実態に即した時間にするため以下の整理時間を拡大すること。 

  ①湘南新宿ライン担当の行路を３分拡大 ②相鉄担当の行路を３分拡大 ③優等列車の行路を１０分拡大 

回答：必要な労働時間は確保している。 
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３．以下の列車を羽沢横浜国大駅の乗継時間を１５秒拡大し１分３０秒とすること。 

①平日１２４M・１５２M ②休日１３６M、１４６M 

回答：必要な停車時分は確保している。なお、引き続き状況は把握していく。 

４．お客さま混雑の緩和の観点から、平日２５４７Y～４５３６Yを１５両とすること。 

回答：列車ダイヤの設定は、お客さまのご利用状況や車両運用、設備条件等を考慮し作成している。 

５．休日小田原駅場面２８２１Y～２８２８Yの折り返し時分を１分拡大すること。 

回答：必要な折返し時分は確保している。 
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６．新宿駅３番線は平日・休日の夕方時間帯でホーム上が大変混雑していることから、折り返し時間を拡大 

すること。   

回答： 必要な折返し時分は確保している。なお、引き続き状況は把握していく。 

７．平日大船駅場面２５６６Yの前走りとなる横須賀線 A線２１１０Sのスジを見直すこと。 

回答： 引き続き、状況を把握していくとともに、必要により関係支社に要請していく。 

１． 湘南新宿ラインにおける東海道線、横須賀線の混みでの行路作成は、停車パターンが違うため停車駅  

通過など事象発生リスクが高まると同時に、異常時の回しの観点から作成をおこなわないこと。 

回答： 列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 
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２．新人運転士・線見運転士の教育・指導する観点から、田町派出・国府津車両センター・池袋運輸区構内の

出区点検時間を１０分拡大すること。 

回答：出区点検に必要な時間は確保している。 

３．熱海駅場面にて時間僅少の中でドア開扉・行先設定・案内設定などの作業をすることから、以下の列車に

おける熱海駅での停車時分を３分以上とすること。また、停車時分を拡大できない場合は車掌がドア開扉 

行先設定案内設定の作業をするよう変更すること。 

① 平日１００５行路 回４８７２Ｍ～１８７２Ｅ ② 休日１００６行路 回４６４０Ｍ～１６４０Ｅ 

② 休日１００９行路 回４６３２M～１６３２E ④ 休日１０１４行路 回４８５０M～１８５０E 

⑤ １０１３行路小田原駅場面回 ２８２５M～２８２６Y エンド交換場面においてもドア開扉・行先設定・    

案内設定をすることから折り返し時分を１分以上拡大すること。 

回答： これまでの役割分担にとらわれない柔軟な働き方の実現により、安全・サービスレベル向上を図って

いく考えであり、運転士による始発列車のドア扱い等は引き続き実施していく考えである。なお、  

必要な停車時分は確保しており、引き続き状況は把握していく。 

４．休日の来宮駅場面、回４６２７M～回４６７４M の折り返し時分を拡大すること。出来ない場合は下１番線

から上１番線に変更した上で折り返し時分の拡大をすること。 

回答：必要な折返し時分は確保している。 
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⑤ 

５．平日３２１M東京駅～熱海駅担当を国府津駅までの担当とし、長時間乗継解消を検討すること。 

回答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 

６．平日３０２８M、３０３０M、休日３０３５Mの角栄の停車時分を１分確保すること。 

回答：停車時分については状況を把握していくとともに、必要により関係支社に要請していく。 

７．平休、休休１０１３行路の睡眠を目的とした乗継中断時間を拡大すること。 

回答：乗継割交番作成規程に基づき行路を作成している。 

８．以下の行路について、食事を目的とした乗務の中断時間を拡大すること。 

①平日１００２行路 １５８６E～回１８５３E の国府津駅場面 ②平日１０１０行路 ２５５４Y～２５５９Y の新宿駅場面  

③休日１０１４行路 ２８５０Y～２８５７Yの新宿駅場面 

回答：乗継割交番作成規程に基づき行路を作成している。 
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９．日中時間帯の新宿駅場面NEX担当時、交差支障が起きるため新宿駅の到着時間を調整し解消を図ること。 

回答：必要な時分は確保している。なお、引き続き状況は把握していく。 

１０．新宿駅～渋谷駅間の区間運転時分は４分３０秒を基準とすること。 

回答：必要な運転時分は確保している。 

１１．平日、休日１０１０行路の労 A時間を短縮すること。 

回答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、乗務割交番作成規程に基づき行路を作成している。 

１．平日・休日５０５０M松本駅～甲府駅間に改札行路を設定し、２人乗務とすること。 

回答：現時点において、１人乗務を基本とした乗務体制を変更する考えはない。 
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２．以下の行路において食事を目的とした乗務の中断を拡大すること。 

  ①全日３行路 ３１４０M～回５１５１Mの新宿場面 ②平日４４行路 ２５５４Y～２５５９Yの新宿駅場面 

回答：乗務割交番作成規程に基づき行路を作成している。 

３．以下の行路については乗務距離を５００キロ以内に設定すること。 

①平平３２行路 ②平平３３行路 ③休休３２行路 ④休休３３行路 

回答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 

４．お客さまの混雑緩和に向けて、１３M、５３Mを１２両編成での運用とすること。 

回答：編成両数については、お客さまのご利用状況や車両運用を考慮して決定している。なお、引き続き  

状況を把握していく。 

５．全日２行路の拘束時間を短縮すること。 

回答：列車ダイヤの設定や効率的な運尿を勘案し、行路を作成している。 

６．コロナ禍よりインバウンドによる利用実績が増えていることから、混雑緩和の観点から平日・休日の８時

台に特急富士回遊を新設すること。 

回答：列車ダイヤの設定は、お客さまのご利用状況や車両運用、設備条件等を考慮して作成している。なお、

引き続き状況を把握していくとともに、必要により関係支社に要請していく。 
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